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研究成果の概要（和文）： 社会的障害という「ふつう」から外れた人が直面する問題を様々な観点から研究し
た。理論に関しては、動学ゲーム理論、サーチ理論、限定合理性の理論を総合的に研究・発展させ、差別や偏
見、格差、負の連鎖等の問題を分析した。制度論に関しては、障害者差別解消法の施行を受けて、その効果等を
分析した。
 また、障害種横断的な日本初のパネル調査を行った。被災地では現実の医療問題・教育問題に取組み、被災地
医療につなげ、被災地教育では、我々が実験的に初めた教育プログラム等が福島県の高校や教育委員会に託さ
れ、継続事業となった。

研究成果の概要（英文）：  This project has investigated social disability, i.e., various societal 
problems faced by those who are not included in a society as “ordinary” people. In terms of 
theory, the team has analyzed dynamic games, search theory, and bounded rationality and investigated
 issues of discrimination, prejudice, inequality, and their negative spirals. In terms of 
institutional analysis, the team has studied the effects of Act for Eliminating Discrimination 
against Persons with Disabilities, which took effect in 2016.
  This project has also conducted the first panel survey across various groups of disability. In the
 earthquake-stricken region, the team has conducted practical medical investigations, which lead to 
the effective medical support of the area. Also, the educational program the team started in 
Fukushima has been succeeded by the high schools and the education committee therein.
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１．研究開始当初の背景 
 社会は「ふつう」の人々を基準に作られて
きた。「ふつう」でない人々はしばしば福祉
の対象とされてきた。かれらが福祉の世界で
の教育・養護を受ける立場から自立・就労を
目指して経済社会に入ろうとするとき、さま
ざまな障壁に直面する（図１）。 

２．研究の目的 
「ふつう」という言葉をキーワードとして、
障害者、長期疾病者、児童養護対象児童、被
災地の傷病者・児童等の「ふつう」でない人々
を社会に包み込むために、ゲーム理論に基づ
いたモデルによってかれらが直面する社会
的障害を統一的に読み解き、そのモデルを実
証分析の俎上に乗せることで、問題解明の糸
口を探る。かれらは「ふつう」の人々が直面
する社会の歪みを映し出す拡大鏡であり、そ
の問題を和らげることは社会全体の歪みを
和らげることにもつながる。 
 
３．研究の方法 
 研究対象別に障害班・長期疾病班・児童
班・被災地班の４班を作り、そこに理論・制
度・事例・実証という研究手法別の班横断的
なチームを作ることで、縦糸と横糸による緊
密な連携を保つ。理論チームは動学ゲーム理
論、帰納論的ゲーム理論、サーチ理論、行動
経済学を総合的に研究・発展させ、差別や偏
見、格差、負の連鎖等の問題を分析し、その
成果を他チームとシェアする。制度・事例チ
ームは理論モデルや実証分析で得られた知
見を元に、制度改革の効果を分析する。事例
は他チームにフィードバックする。実証チー
ムは障害班において追跡調査・分析を行う。
また、児童班において社会実験を行う。 
 
４．研究成果 
 社会的障害という「ふつう」から外れた人
が直面する問題を様々な観点から研究した。
200 篇超の論文に触れることはできないため、
ここでは成果のごく一端を紹介するに留め
たい。 
 経済理論に関しては、動学ゲーム理論、帰
納論的ゲーム理論、サーチ理論、限定合理性
の理論を総合的に研究・発展させ、差別や偏
見、格差、負の連鎖等の問題を分析した。そ
の成果をまとめたもののうち何篇かは国際
学術誌に掲載されている。 
 とくに、研究代表者が日本経済学会の会長
講演で発表した論文（Matsui, 2017）は、米
国マーサズ・ヴィンヤード島における遺伝的
ろうの事例を分析するゲーム理論的モデル
を構築した。同島では、250 年程度の期間、

共同体が遺伝的ろうに適応し、それを「非障
害」にしたという歴史がある。モデルは２つ
のステージからなる。まず、ろう者と口話者
の 2 種類の主体がいるとする。第１ステージ
では、口話者が手話を学んでバイリンガルと
なるか、モノリンガルとなる。第２ステージ
の期首において、各主体は手話者、口話者（モ
ノリンガル）、バイリンガルのいずれかであ
る。彼らはランダムに出会い、交渉ゲームを
プレイする。交渉ゲームに関し、２つのシナ
リオを考える。一つめは多数決交渉ゲームで、
提案に対し、２人の応答者のうち一人だけが
受諾すれば提案が実行される。２つめは全会
一致交渉ゲームで、こちらは提案の遂行には
全員の合意が必要である。バイリンガルとモ
ノリンガルの選択に関し、多数決交渉ゲーム
は戦略的補完性を示す一方、全会一致交渉ゲ
ームは戦略的代替性を示す。いずれのケース
においても、我々の社会と比べ、マーサズ・
ヴィンヤード島では、健聴者が手話を用いる
バイリンガルとなるための手話習得の費用
で測った閾値が100分の一程度になることが
示された（注：100 という数字そのものに実
証的意味があるわけではない）。本論文はさ
らに帰納論的アプローチを用い、障害者に対
する偏見がどのように生じるかを議論した。 
 制度論に関しては、障害者差別解消法の施
行を受けて、新しく法律に取り入れられた合
理的配慮(RA)を中心として、その効果等を分
析した。ここでは、大学における合理的配慮
と障害学生の問題を扱った川島・松井(2018)
を紹介する。大学が合理的配慮を提供する対
象者は，典型的には，手帳や診断書を有する
障害学生であるが、「第二次まとめ」（文部科
学省・障害のある学生の修学支援に関する検
討会, 2017）は，障害学生が RA を申し出る
際には，原則として，手帳や診断書などの根
拠資料が必要であるとしながらも，例外とし
て，根拠資料が不要な場合もある，と記して
いる。では，障害学生の範囲が曖昧とされて
いる状況の下で，大学は障害学生に RA を提
供する際に，どのような点に留意すべきであ
ろうか。当該論文は，この問いに答えるため
の予備的作業として，ゲーム理論でしばしば
用いられるセンダ―・レシーバー・ゲーム
（Sender-Receiver Game）を応用して，障害
学生への RA を考えるための枠組みを整理し
た上で，議論のあるべき方向を展望した。そ
の検討した結果，次のような知見を得た。す
なわち，大学は，障害学生に RA を提供する
際には，非障害学生については，開き直って
配慮を求める者と虚偽の申告を行って配慮
を求める者がいる可能性があり，障害学生に
ついては，たとえ手帳や診断書があっても
（思い込みで又は虚偽の申告をして）過剰な
配慮を求める者と、スティグマのおそれから
手帳や診断書を望まない者がいる可能性が
あるということを考慮に入れたうえで，次の
2点に留意すべきである。 
希望する学生全員に提供しうる配慮とそう



でない配慮を個別具体的に区別すること 
非障害学生が申告せず障害学生が申告する
ような水準まで学生と面談等を行うこと。 
これらの 2 点は，RA の要件とともに，今後，
事例の集積を踏まえて，さらに議論が深めら
れるべき論点である。 
 また、障害種横断的な日本初のパネル調査
を行った。本調査は、障害に伴う様々な問題
を解決する糸口になるべく、障害者の経済生
活の総合的な実態把握を目的として行われ
た。本調査における 2009 年度および 2015 年
度(2016 年)のデータはパネルデータ(同一サ
ンプルから得られたデータ)となっている。
全体では 808 の調査票が送付され、うち 473
票が回収された。回収率は 58.5%である。調
査票は 4種類あり、肢体不自由者・難聴者・
中途失聴者・盲ろう者編(以下、身体障害者
編)、ろう者編、精神障害者編、知的障害者
編より成る。各調査票の質問内容は、就労や
生活実態に関する多くの共通質問と、障害に
応じて異なる質問より構成される。これだけ
の障害種を横断的にカバーしたパネル調査
は今日まで例がなく、障害種間の共通性や異
質性が浮き彫りになることが期待される。記
述統計およびクロス統計表は本研究課題の
ホームページに掲載しており、だれでもアク
セスが可能である。 
 被災地では現実の医療問題・教育問題に取
り組んだ。医療問題への取組みは当初から被
災地医療と一体化して進められ、医療体制が
整わない福島県相双地区における医療体制
の立て直しに貢献した。この一連のプロセス
は上昌広(2012)に詳述されている。 
 被災地教育では、我々が実験的に初めた教
育プログラム等が福島県の高校や教育委員
会に託され、継続事業となった。具体的には、
大学生が高校生に助言・指導するメンター・
プログラムは、福島県立福島高校で引き継が
れ、東京大学に入学した同校 OBOG がメンタ
ーとなって、自律的なシステムになった。ま
た、我々が主宰した福島県高校生社会活動コ
ンテストは福島県教育委員会ならびに福島
大学に引き継がれ、今後も継続されることな
った（松井・前川、2018） 
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